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1 小松佳代子（2018）『美術教育の可能性−作品制作と芸術的省察』,勁草書房 
2 わが国では、昭和 52 年（1977 年）の学習指導要領改訂以来、小学校における芸術教科（図画工作と音
楽）の総授業時間数は 836 時間であったが、平成 10 年（1998 年）の改訂では 716 時間まで大幅に削減
されている。 






































                                                        
る美徳で飾り過ぎた挙句、芸術をそこねてしまう。」 
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まず 2001 年に、学校教育に「芸術文化プロジェクト授業 PAC（classes à projet artistique 
et culturelle）」が導入された。教員がアーティストあるいは研究者などの協力を得ながら、
年間スケジュールとして組み込む授業で、保育学校、小学校、中学校、職業高校において開









                                                        
4 フェリー法の成立（1881-82）第三共和政下でフェリーは首相（1880-81 年、 1883-85 年：芸術大臣兼




































教育は 2017 年には 0 歳からの芸術的な目覚め活動に分野を拡大した5が、その先駆的な活
                                                        
5 文化通信省と家族・幼児・女性権利省間の協定書（2017.3.20）Protocole d’accord du 20 mars 2017 
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（Schiller）による『人間の美的教育についての書簡』（Über die ästhetische Erziehung des 






                                                        
































る。ガダマーは『美のアクチュアリティ』(Die Aktualität des Schönen, Kunst als Spiel, 
Symbol und Fest, 1977)において、美的経験の原点として、象徴、遊び、祝祭を考察の対象
                                                        
7 John Dewey(1934), Art as experience, Chapter Ⅲ “Having an Experience”『経験としての芸術』第３
章 
8 Jean-Marie Schaeffer(1952-) ルクセンブルクの哲学者（美学、芸術学）。社会科学高等研究院（École 
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